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「構成的グループエンカウンターについて」
担当 さゆりん

１．定義と目的

○ 構成的グループエンカウンターとは？
→ 次の３つの部分から構成されている。

 構構成的  ＋ ググループ ＋ エエンカウンター
      ( structured )     ( group )    ( encounter ) 
      枠枠を与える     集団    出会い、ホンネとホンネの交流 
   （人数、ねらい、時間など）
  
  ＜定定 義＞

「グループ体験を教師が意図的に組織し（＝構成的）、ホンネとホンネのふれあいに
よる人間関係を通して、今まで知らなかった自分や他者に出会うための教育技法」

  
＜目 的＞ ホンネのふれあいと自己発見を促す

① 集団内にリレーションをつくること
※リレーション：お互いに相手を尊重しながら、感情交流ができる関係

② 人々が自己発見（ discovery of self ）をすること

○ 自己発見とは？
→ 今まで気がつかなかったか、気づいていても表現できなかった自分をオープン
にしていくプロセス 
※「ジョハリの窓」で考えよう。

 自己ならびに他者から見た自己の領域を表す概念。（ジョセフとハリーが提唱）

      ＜浅い人間関係＞                 ＜深い人間関係＞

自分が知っている自分 自分が知らない自分

他者が知ってい
る自分

A 自他共にオープンな
         領域

B 人に指摘されるまで
は気づかない自己盲点の
領域

他者が知らない
自分

C 人に隠している
秘密の領域

D 自分にもわからない
       無意識界

A B

C D
A B

C DSGE実施

 
２．SGEの展開
○ ４つの柱にそって展開する。
（１） イインストラクション ･････ 目的、やり方、ルールを教示すること

→ SGEの効果に大きく影響
＜ポイント＞①どんな導入ならモチベーションは高まるか？ 

②どうやって心的外傷を防ぐか



③どういうグループ分けが適切か

（２） エエクササイズ ･････ 心理的成長を促進するための課題。
※構成＝「枠」を伴う理由
→ 不安・緊張から解放される
→ 枠があるからこそ自由に動ける、作業しやすい、素直な自己開示ができる

など

＜ねらい＞次のように分類される。
① 自己理解 ･････ 私ってこういう人間なんだなぁ
② 自己受容 ･････ 短所、欠点もあるけれど、でも私にもいいところがある！      
③ 自己表現、主張 ･････ 自分の気持ちを上手に相手に伝える
④ 感受性の促進 ･････ 相手の気持ちを察知して、行動する
⑤ 信頼体験 ･････ 自分を信頼する、他人を信頼する体験
⑥ 他者理解 ･････ 相手のことを受け入れる、よさを認める

（３） 介介入 ･････ エクササイズ中の子どもの心的外傷を防ぐ。

（４） シシェアリング ･････ エクササイズを通して気づいたこと、感じたことなど自分       
のなかに生まれた感情や考えを、自分自身のなかで、そし
て他のメンバーとホンネで語りあう。
→ 言葉で表現することは体験を意識化することになり、その場限り

の体験で終らずにすむ。

３．指導する際のポイント
    より効果的に行うには

○SGEは育てるカウンセリング
・ 教師だからできること
・ 資源（リソース）は生かしていく

○教師自身が体験していることの重要性
→よさとむずかしさの体験

     ○リーダー自身の上手な自己開示
      →教師が「自分の言葉で語る」
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